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財政問題

町
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
は

行
政
改
革
大
綱
の
実
施
を
促
進

沼崎詔安議員

所信表明

町
民
の
負
託
に
答
え
る
決
意
は

町
の
生
き
残
り
を
か
け
施
策
を
推
進

質
問

二
期
目
の
町
政
を
担

当
す
る
に
あ
た
り
、
町
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
負
託
に
答
え
る
決

意
を
示
せ
。

沼
崎
町
長

厳
し
い
先
行
き

不
透
明
な
環
境
の
中
で
、
何
と

し
て
も
町
の
生
き
残
り
を
か
け

た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

日
々
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

町
民
の
選
択
が
間
違
い
で
な

か
っ
た
こ
と
を
身
を
て
い
し
て

示
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
四
年

間
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
る
。

質
問

国
が
進
め
て
い
る

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
当
町

へ
の
影
響
は
。

沼
崎
町
長

平
成
十
六
年
度

は
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
を
あ
わ
せ
て
、
前
年
度

よ
り
一
〇
�
以
上
の
減
額
や
保

育
所
運
営
費
に
対
す
る
国
県
支

出
金
の
削
減
な
ど
で
、
当
初
予

算
編
成
に
大
変
苦
慮
し
た
。
本

年
度
の
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
合
計
額
に
お
け
る

伸
び
率
は
、
マ
イ
ナ
ス
五
・
四

�
で
決
定
し
て
い
る
。

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
全

容
は
現
在
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
・
縮
減
と
、
こ
れ
に
伴
う
地

方
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
。

地
方
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画

の
規
模
縮
小
に
よ
り
、
さ
ら
に

抑
制
さ
れ
る
。
今
後
の
財
政
運

営
も
相
当
厳
し
い
と
考
え
る
。

質
問

平
成
十
五
年
五
月
に

発
足
し
た
「
財
政
健
全
化
対
策

研
究
会
」
の
成
果
を
示
せ
。

沼
崎
町
長

平
成
十
五
年
度

は
、
十
六
年
度
の
歳
出
規
模
抑

制
の
た
め
、
発
展
計
画
事
業
と

扶
助
費
の
見
直
し
を
検
討
し
た
。

主
要
四
事
業
に
つ
い
て
は
、
計

画
事
業
費
を
約
四
億
八
十
九
万

円
減
額
、
一
般
事
業
に
つ
い
て

は
、
計
画
事
業
費
を
約
八
千
二

百
万
円
増
額
し
て
い
る
。
扶
助

費
に
つ
い
て
は
、
長
寿
祝
金
や

町
単
老
人
医
療
給
付
費
な
ど
約

一
千
万
円
が
見
直
さ
れ
た
。

平
成
十
六
年
度
は
、
一
般
財

源
で
一
〇
�
を
削
減
す
る
対
策

の
実
行
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問

町
の
自
立
に
向
け
、

行
財
政
計
画
の
更
な
る
推
進
の

取
り
組
み
は
。

沼
崎
町
長

現
在
の
行
政
改

革
大
綱
の
計
画
年
度
は
、
平
成

十
七
年
度
ま
で
で
あ
り
、
当
面

は
最
終
年
度
に
向
け
て
改
革
事

項
を
点
検
し
、
実
施
促
進
す
る

と
と
も
に
、
次
期
大
綱
の
策
定

検
討
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第８次山田町総合発展計画の策定にあたり、広く町民の意見や提言
を反映させるため地域懇談会が開催されました。（町中央公民館）


